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走行する鉄道車両の床下部側面を地上から連続撮影し、正常な

外観からの変化を異常度として評価することで、床下部の外観上

の異常を診断するシステムです。

研究の背景と目的

研究成果

昼夜を問わず一定の明るさでブレのない高精細連続画像を撮影できます。車両が

加減速してもひずみのない画像が得られます。

太陽光や雨などの外乱の影響を抑えつつ正常状態からの変化を捉える診断アルゴ

リズムにより、不特定の異常を検知することができます。

車両技術研究部（車両運動）

本システムの検査範囲を屋根上に拡大する予定です。

今後の展開

車両床下外観検査システム
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列車検査（または仕業検査） は、車両を分解せずに行う定期検査ですが、検査周期

が短く、主に検査員の目視により行われているため、人手を要します。

目視検査箇所を自動で撮影・診断することで、人手に頼らない検査の実現を目指し

ています。

閲覧ソフトによる診断結果の表示車両基地に設置した撮影装置

異常を通知

走行中の車両撮影装置
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車両検知センサー

レーザー
ドップラー速度計

高輝度ライン照明ラインスキャンカメラ

制御PC

車両床下撮影装置の主な構成

異常度マップ

AI

機器箱蓋ラッチ開き

リード線ほつれ排障器曲がり

異物 (ビニール)

ダンパー油漏れ

コック半開

ボルト落失

異物 (ハンマー)

異常検知例 – 模擬異常に対して検知率100%・過検知率1%未満で診断

撮影装置本体

軌道側

差分画像

差分
モデル

診断アルゴリズム

学習

or
 異常

 正常 or
 異常

 正常

異常画像の学習が不要

不特定の異常を検知可能

照明用窓

カメラ用窓

外乱以外の変化を抽出

外乱以外の変化に反応

昼夜・晴雨の
多数の正常画像

最低1枚の
正常画像

車両番号を自動認識

正常状態からの変化を2つの手法で検出

正常 異常

正常 異常

正常 異常

正常 異常

正常 異常

正常 異常

正常 異常

正常 異常

1画素0.8mmの高精細連続画像
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